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太陽フレアに伴う硬X線、ガンマ線放射を観測することは加速された粒子の情報を得る有力な手段である。こ
れまでにもようこう衛星や RHESSI 衛星をはじめとして、様々な検出器を用いた硬 X線、ガンマ線帯域での観
測が行われ結果が報告されている。X線天文衛星「すざく」に搭載された広帯域全天モニターWAM(Wide-band
All-sky Monitor) 検出器 (Yamaoka et al., 2009) は、巨大な BGO 結晶 20本で構成されたシンチレーション検
出器であり、エネルギー帯域は 50 keV から 5 MeV と非常に広くカバーし、300 keV 以上の帯域では現在世界
最大の有効面積を持つ。そのため、太陽フレアやガンマ線バーストなど突発天体現象の硬X 線、ガンマ線帯域に
おける短時間変動の観測に有利である。WAMでは 2005年 7月の「すざく」打ち上げから 2013年 6月現在まで
に GOES Xクラスのイベントを 25個検出しており、その内 4つのイベントでは 5 MeV まで光子を有意に検出
し、時間分解能 1 秒の光度曲線を得ることに成功している。その中の 2011 年 9 月 24 日に発生したGOESクラ
スX1.9のインパルシブなイベントにおいては、0.65 - 1.2 MeVとそれ以上のエネルギー帯域での光度曲線を比較
すると、相互相関関数より高エネルギー側でのピークが約 2 秒の遅れをもつことが分かった。本講演では、これ
らのイベントに対する時系列解析の結果を報告する。


